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抄　録
　がんの診断を受けた人々が社会的ネットワークのなかで経験する他者との関係性について，

これまでの研究知見の統合を通じて明らかにすることを目的に，Cooper(2017) のresearch 

synthesisの手順を参考に統合的文献レビューを実施した。「腫瘍」「がんサバイバー」「社会的

ネットワーク形成」「社会的支援」「つながり」「人間関係」「cancer patients」「cancer 

survivors」「social network」「social networking」「social support」等を掛け合わせて検索

し，選定基準を満たした73件を分析対象とした。その結果，がんの診断を受けた人々は，が

ん診断・治療に伴うニーズを満たすために他者を必要とし，がん診断前とは異なるさまざま

な形態の支援を受け取っていることが明らかになった。一方，支援を受け取ることには負担

が生じ，他者との衝突，関係維持の阻害等も生じていることが明らかになった。また，社会

的ネットワーク内の調和を脅かさないようにする等の行動をとっていることも明らかになっ

た。がんの診断を受けた人々が，社会的ネットワークから必要な支援やエネルギーを得なが

ら，サバイバーシップを達成していくための支援の在り方について検討が必要である。
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Ⅰ．はじめに

　日本における2019年のがん罹患数は約99万人
で，1985年以降，増加を続けている（国立がん研
究センター, 2024）。地域包括ケアシステムの構築
が2025年を目途に推進されている（地域包括ケア
研究会, 2017）が，その後も団塊の世代が75歳か
ら85歳以上に移行する2025年から2039年にかけ
て，平均がん罹患数は増加を続けると予測されて
いる（国立がん研究センター, 2017）。がん罹患後
も，住み慣れた地域で他者とつながりを維持し，
自分らしい暮らしを続けられる（地域包括ケア研
究会, 2017）ための支援が重要となる。
　がんの診断を受けた人は，がんサバイバーシッ
プ，即ち，がん診断時からの全ての期間を，がん
と 共 に， が ん を 乗 り 越 え 生 き 抜 く （National 
Coalition for Cancer Survivorship, 2014） な か で，
医療提供者，家族，友人，コミュニティを含む他
者との関係性に重大な変化や混乱を経験し，生活
の多領域に影響が及んでいる （Wood, 2018）こと
が明らかにされている。
　人間関係や社会との関係を表す概念に，社会的
ネットワークがある。Mitchell（1969）は，個人
の社会的行動を理解するために，複数の個人間の
連結の特質を全体的に把握したうえで，社会的
ネットワークを特定個人間の特定の連結を想定す
る概念とし，ネットワーク連鎖の最も重要な相互
作用の側面は，ネットワークを構成する人間が自
らの関係性の意味にかかわっていることであると
説明している。Kadushin（2012）は，ネットワー
クとは関係性の集合のことであると説明してい
る。乳がん診断後の social tiesと生存性を前向き
に調査した結果では，社会的につながりを維持し
ていた女性と比較して，社会的に孤立していた女
性 は， 死 亡 率 の リ ス ク が66 ％ 増 加 す る こ と

（Kroenke, Kubzansky, et al., 2006），肺がん患者が
社会的ネットワークを持つことの意味を調査した
結果では，良好な関係は支援となり，孤独や見捨
てられる感覚を感じずに穏やかで自信を得ること
を可能にすること，ネットワークから支援を得る
ことで自ら日常生活上の困難に対処し，マネジメ

ントを実行できること （Sjölander, Berterö, 2008）
が報告されている。日本のがん患者を対象に実施
された先行研究では，他者とのつながりを通し
て，自分の存在価値を確かめる（川村, 2005），自
分らしく生きていく（矢ヶ崎, 小松，2007）, 希望
を見いだす （角田, 望月ら, 2016）等が報告されて
おり，がんの診断を受けた人の社会的ネットワー
クの充足は，がんサバイバーシップに重要な機能
を果たすといえる。
　一方，がんの診断を受けた人は，周囲からの過
剰な気遣いやサポートによる負担が生じる（広
瀬, 佐 藤ら, 2011; 向井, 大 石ら, 2012）， ネ ッ ト
ワークを活用する一方でネガティブサポートが存
在する（佐々木, 佐藤ら, 2016），周囲との隔たり
に直面する（天野ら, 2017），社会的ネットワーク
全体における高レベルなスティグマと心理的苦痛
が生じる（Occhipinti, Dunn, et al., 2018）等，社会
的ネットワーク内に生まれる負担や苦痛の報告も
ある。Cohen（2004）は，社会的ネットワークは
支援の機会を生み，個人のストレス対処能力を高
める一方，否定的感覚を生む機会にもなり，スト
レス源としての関係性を含むことを指摘してい
る。社会的ネットワークのなかに存在する他者と
の関係性が，苦痛の原因として継続しないよう，
方策が必要である。 
　先行研究では，社会的ネットワークと社会的相
互作用の概念を採用したがん患者に関する文献レ
ビュー（Jones, Storksdieck, 2019）の結果が報告さ
れているが，直近 1 年間に発行された文献のみを
対象に，特に社会的ネットワーク解析を用いた研
究に注目して分析されている。このため，がんの
診断を受けた人が社会的ネットワークのなかで経
験する他者との関係性に関して，全体の姿を理解
するには十分でない。
　そこで本研究は，がんの診断を受けた人々が社
会的ネットワークのなかで経験する他者との関係
性について，これまでの研究知見の統合を通じて
明らかにすることを目的とする。
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Ⅱ．研究方法

　Cooper（2017）の統合レビュー（Research Synthesis）
の手順を参考に実施した。Research Synthesisは，
文献レビューに包含され，同一または関連する仮
説を伝える多くの個別の調査から，包括的な結論
を引き出すことによって，過去の研究を統合する
目的をもつ（Cooper,  2017）ことから，本研究目
的に適合すると考え採用した。

1 ．文献検索方法
　書誌データベースは，医学中央雑誌Web版

（Ver.5），PubMed，CINAHLを用いた。医学中央
雑誌Web版（Ver.5）では，キーワードを「腫瘍」
「がんサバイバー」「社会的ネットワーク形成」
「社会的支援」「オンライン社会的ネットワーク形
成」「つながり」「人間関係」で掛け合わせて論文
種類を原著論文，分類を看護，19歳以上を対象と
した文献で絞り込み，会議録を除いた。PubMed，
CINAHLで は， キ ー ワ ー ド を「cancer patients」

「cancer survivors」「social network」「social 
networking」「social support」「nursing」で 掛 け 合
わせて19歳以上を対象とした文献で絞り込んだ。
文献検索の結果，医学中央雑誌Web版（Ver.5）
316件，PubMedは100件，CINAHLは118件の合計
534件が抽出され，この時点で書誌データベース
ごとにNo.1から文献番号を付した。いずれも検
索対象年は指定せずに実施した。文献検索は2021
年 5 月に実施した。
　文献の選定基準は，がんの診断を受けた人の社
会的ネットワークについて，結果のなかに記述さ
れている一次資料の論文とした。検索された文献
534件から重複論文12件を除いた522件のタイト
ル，抄録，本文の確認が必要な場合は本文全体を
精読し，がんの診断を受けた人々の社会的ネット
ワークを中心的に扱う一次資料でない論文292件，
研究対象者が患者本人でない論文122件，対象者
に特定の介入を加えた論文31件，入手不可能であ
る論文 3 件，日本語・英語以外の論文 1 件を除外
し，最終的に選定基準を満たす73件（和文30件，
英文43件）を分析対象とした。なお，文中の[　]

内は，文献番号を示す。

2 ．分析方法
　選定した73件の文献について，発行年，研究デ
ザイン，研究目的，研究対象（がんの診断と病期
分類，治療内容），研究調査国，研究方法，社会
的ネットワークのなかで経験する他者との関係性
に関する研究成果，社会的ネットワークに関連し
て用いられている用語等の項目を抽出するコー
ディングシートを作成した。関係性に関して抽出
した研究成果は，意味の読みとれる単文あるいは
文脈を記録単位として抽出し，その意味内容を類
似性，相違性の観点から検討し，類似するものを
グループにまとめて要約を行った。

Ⅲ．結　果

1 ．分析対象文献の概要 （表 １ ）
　分析対象文献のうち，最初の発行年は，英文で
は1990年，和文では2002年であった。年次別の発
行件数は，1990年～2000年 6 件（8.2%），2001年
～2010年23件（31.5%），2011年～2020年44件

（60.3%）であり，このうち2019年10件（13.7%）
が最多であった。研究デザインは，質的研究37件

（50.7%），量的研究34件（46.6%），その他 2 件（2.7%）
であった。研究対象者の診断は，乳癌が23件

（31.5%）で最多，次いで肺癌 6 件（8.2%），婦人
科癌 6 件（8.2%）であった。対象者の病期を特
定してないものは半数以上を占めていた。研究対
象者の治療条件を 1 つに特定しているもののう
ち，手術療法が16件（21.9%）で最多，次いで化
学療法14件（19.2%），放射線治療 3 件（4.1%）
であった。調査国は，日本が32件（42.8%）で最
多，次いで米国12件（16.4%），中国 6 件（8.2%）
であった。分析対象73論文のうち，タイトルに
「social network /社会的ネットワーク」を含む論
文は 2 件（2.7%）で，「social support / support / 
ソーシャルサポート/ サポート」を含む論文が40
件（54.8%）であった。また，社会的ネットワー
ク，ソーシャルサポート以外の用語をタイトルに
採用している研究が31件（42.5%）あった。
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2. がんの診断を受けた人が社会的ネットワーク
のなかで経験する他者との関係性
　分析対象73論文から抽出した，がんの診断を受
けた人々が社会的ネットワークのなかで経験する
他者との関係性に関する記述内容は，類似するも
のをまとめた結果， 9 つに分類された。以下に要
約を記述する。なお，[　] 内の文献番号に付し
た「医」は医学中央雑誌，「P」はPubMed，「C」
はCINAHLの書誌データベースからの抽出であ
ることを示す。

1 がん診断・治療に伴うニーズを満たすために
他者を必要とする （文献数14）

　がんの診断を受けた人は，病気に関する詳細な
説明や情報を得るため，また，治療に伴う副作
用，不快な症状への対処方法を学ぶために，専門
家や他者を必要としていることが明らかにされて
いる[C16, C26, C30, C33, P 6 , P10, P13, P23, P42, 
医174, 医303] 。また，彼らは意思決定に関して
他者の積極的な支援を必要としていることも報告
されている[C16, C107, C110]。がんに関する深
刻でネガティブな出来事により生じる心配や不
安，防衛反応等に対しては，自らの気持ちを安定
させるために，家族や友人，同病者，医療関係者
など他者との関わりを必要としていることも明ら
かにされている[P 6 , P13, P42, 医174]。一方，
乳がんサバイバーがどのように専門家主導による
サポートグループを認知したかを調査した米国の
報告では，サバイバーは自らのニーズを満たすた
めに他者を必要としているが，サポートグループ
に対する強く否定的な仮説を持っている場合に
は，サポートグループを見つけ出すことが抑止さ
れることが報告されている[P45]。

2）がん診断前とは異なるさまざまな形態の支援
を他者から受け取る （文献数40）

　がんの診断を受けた人は，病気や治療によって
生じる問題に対して，社会的ネットワークを通じ
てさまざまな形態の支援を受け取っていることが
報告されている。即ち，感情の支援[C68, C75, 
C88, P10, P53, P57, 医75, 医96, 医98, 医137, 医161, 

医218, 医274]，情報の支援[C75, C88, P 6 , 医98, 
医138]，身の回りの生活支援[C16, C75, 医35, 医
73, 医75, 医96, 医98, 医137, 医183]，専門家から
の支援[C12, C16, C33, C62, C88, P67, P83, 医98, 
医259, 医274], 同病者からの支援[C16, P10, 医
217, 医218, 医255, 医274]である。他者から何ら
かの行為を受けた際、その行為を支援として認知
するか否かについては，患者の個人属性[C69, 
C101, P 3 , P 9 , P41, 医40]，診断・治療に関わる
時期[C107, P41, P75, 医314]，身体機能の低下
[P32, P62]，苦痛[C10, C109]の影響が複数，報
告されている。化学療法を経験したがん患者を対
象に the perceived social supportに影響する人口統
計上の特徴を調査したトルコの報告で， 高齢者，
男性，既婚者，子供がいる患者はソーシャルサ
ポートの認知が高いこと，教育背景が低学歴で
あっても，病気や治療について十分な情報を得て
いればソーシャルサポートの認知は高レベルで
あったことが報告されている[P 9 ]。診断・治療
に関わる時期では，婦人科がん患者は診断後の期
間が長くなるほど，The Multidimensional Scale of 
Perceived Social Supportのトータルスコアと重要
他者のサポートが減少したことが報告されている
[P41]。これは診断直後の患者への集中的な注意
が薄れ，周囲が患者の状態に慣れてしまうこと
と，患者自身の関係性を継続するエネルギーが欠
乏するためであると考察されている。また，ター
ミナル期にあるがん患者は死が近づくにつれソー
シャルサポートの認知が低下することが報告され
ている[P75]。このほか，身体機能の低下，苦痛
では，症状の辛さが重症になるにつれてソーシャ
ルサポートの認知が低下すること[P62]，スティ
グマ，対人葛藤が高いとサポートの認知が低下す
ること[C10, C109]が報告されている。

3 社会的ネットワークのなかで，がん診断前と
変わらず自分の価値が認められる（文献数6）

　がんの診断を受けた人は，がんに罹患したとし
ても，社会的ネットワークのなかで，変わらず自
分の価値が認められる[C12, C75, P53, 医96, 医
277]ことで，支えられていることに気付くと報
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告されている。肺がん患者を対象にソーシャルサ
ポートと社会的ネットワークが与える影響を調査
したスウェーデンの報告では，患者が社会的ネッ
トワーク内で変わらず自分の価値が受け入れられ
ることは，その人自身が自分の価値を認知するこ
とにおいて重要であること，ネットワーク内の良
い関係は，患者自ら価値があり愛されケアされて
いるとの感覚をもたらすことが明らかにされてい
る[P53]。また，社会的ネットワークのなかで人
として認められることは，病気に関する対話が開
放的で，自分の自由裁量で病気について分かち合
えることを意味すると報告されている[P10，
P53]。

4 他者からの支援により心理的負担や自責の念
が生じる（文献数10）

　がんの診断を受けた人は，社会的ネットワーク
を通してさまざまな支援を受けるが，期待する支
援との不一致や，過剰な支援により，予期せぬ負
担を生じていることが報告されている[C16, C68, 
P10, P12, P29, P83, 医151, 医161, 医183, 医277]。
乳がんの女性が，がんサバイバーシップの過程で
どのようにサポートを概念化し，経験したかにつ
いて質的に探究した米国の報告では，家族員から
不必要，望まないサポートが提供された時の予期
せぬ失望について報告されている[P29]。同病者
から支援を得ることは、肯定的な効果が示される
一方で，同病者の死や病状悪化が，自らの代理体
験を生むことも報告されている[医161, 医277]。
また，他者に負担をかけているとの認識は，自責
の念を生むことも報告されている[P10, 医161, 医
217, 医277]。

5 他者とのコミュニケーションや病気に関する
対話に負担が生じる（文献数7）

　病気に対する他者の反応や，他者から致命的な
病気に罹っていると認識されることは，がんの診
断を受けた人の対話にストレスを引き起こしてい
ることが報告されている[医274, 医277, P67]。ま
た，がん患者は自らのニーズをどのように表現す
るとよいかの認識が欠如していること[医134, 

P67, C32]や，ニーズを表現することで，患者で
ない，いつも通りのアイデンティティを失う恐れ
を抱いていること[P67]が報告されている。頭頸
部癌の特徴的な病態では，不快な症状や口腔機能
の問題によりコミュニケーション機能の低下が生
じ，孤立や強い精神的挫折を経験していることが
報告されている[医255, P24]。

6 他者との衝突や関係維持の阻害が生じる（文
献数12）

　がんの診断を受けた人は，他者から蔑まれるよ
うな態度や否定的な言葉を受け[C68, P57, 医75, 
医161, 医259]，自尊心の低下[P57]を経験してい
ることが報告されている。乳がん患者を対象に
ソーシャルサポートを質的に記述した日本の報告
で，衝突が生じる相互作用としてぶっきらぼうな
態度を報告している[C68]。難治性がん患者の対
処プロセスを質的に記述したフィンランドの報告
では，患者は健康な人から病気の人へと人生が変
わり，社会的関係の制限を経験していることが報
告されている[P10]。この他，がんサバイバー
は，心身の脆弱性が高まり社会的孤立感が増す
[P10, P24, 医79, 医255, 医259, 医277]，サポート
が欠如する[C33, P37]，他者に負担をかけると思
うことで関係に入りづらくなることが報告されて
いる[P37]。

7 社会的ネットワーク内の調和を脅かさないよ
うに行動する（文献数3）

　がんの診断を受けた人は，社会的ネットワーク
の否定的な関係と距離をとり[P37]，調和を脅か
さないように行動していることが明らかにされて
いる[C68, C88]。進行がん患者とその配偶者が，
進行がんを自宅で管理するために用いられた資源
と，「work」を明らかにした研究では，患者は，
周囲にいる人々が快適に過ごせるよう，他者に苦
しみを与えないよう，前向きな態度を維持してい
たと報告している[C88]。乳がんの日本人女性を
対象にソーシャルサポートを質的に記述した報告
では，女性たちが，他者から受けた親切に対して
お返しをしないことは，グループの調和を脅か
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し，罪悪感と恥ずかしさを生じる恐れがあったこ
とを報告している[C68]。

8 自分らしさを保つ行動をとり，他者に依存し
過ぎない（文献数8）

　がんの診断を受けた人は，がん罹患を隠すこと
で自分らしさを保ち[医43, 医161]，社会的ネッ
トワークのなかでできる限り自立し，他者に負担
をかけず依存し過ぎないようにしていること
[P53, 医151, 医271]が報告されている。自分の役
割を遂行し，家族や同病者などに支援を提供する
行動をとることも報告されている[C12, P 6 , 医
43, 医55, 医151, 医161]。

9 がんと共に生きる力を引き出す新たな関係を
探る（文献数11）

　がんの診断を受けた人は，支えとなる関係を探
し求め，自らのニーズを満たすために活用したり
[C108, P 6 , P37, P45, 医43, 医55, 医151, 医161, 医
231, 医277]，新たな関係を築き，その関係を継続
したりしている[P 6 , P37, 医303]ことが報告さ
れている。がんサバイバーによる人間関係の再構
築として 6 つのタイプを明らかにした研究[P37]
のなかで，「肯定的な現存の関係の継続（支援の
要素を含む）」のタイプでは，提供される支援を
強めることや，緊密な関係を維持し，人間関係か
ら力を引き出すこと，がん罹患前と同じように待
遇を受けること，社会生活を維持しセルフマネジ
メント活動に参加することが報告されている。
「現存の関係の改善」のタイプでは，病気の詳細
等について隠し事をせず，よりオープンに話す能
力を高めていることが報告されている。

Ⅳ．考　察

　社会的ネットワークに関する研究は，1970年代
半ばから始まったソーシャルサポートに関する研
究よりも10年早く始まり，1970年代後半からは
様々な健康問題との関係が研究されるようになっ
た（南, 1986）と言われている。本研究結果よ
り，がん患者を対象に実施された社会的ネット

ワークに関する論文数は，最初の発行である1990
年から徐々に増加傾向にあることが示された。今
後，さらに増加を続けるであろうがん患者の心身
の特徴を捉えた上で，社会的ネットワークを通じ
た支援を検討するため，がん看護学領域での研究
成果のさらなる蓄積が期待される。一方，分析対
象73論文のうち，タイトルに「social network / 
社会的ネットワーク」を含む論文は 2 件（2.7%）
のみで，「social support / suppor t/ ソーシャルサ
ポート/ サポート」を含む論文が40件（54.8%）
と半数以上を占めることから，特に，社会的ネッ
トワーク内に生まれる支援に注目して研究が進展
してきており，関係性の集合である社会的ネット
ワーク全体に関する研究は少ない現状が明らかと
なった。そして，類似の内容について，社会的
ネットワーク，ソーシャルサポート以外の用語を
タ イ ト ル と し て 採 用 し て い る 研 究 が31件

（42.5%）を占めており，社会的ネットワーク内
で生じる現象は，多様な用語を用いて表されてい
ることが示された。社会的ネットワークが健康に
及ぼす影響についての概念モデルでは，社会的
ネットワークは，文化など社会構造的条件によっ
て規定され，心理社会的メカニズムを経て健康に
影 響 す る と 説 明 さ れ て い る（Berkman,  Glass, 
2000）。国によって歴史や文化，生活が異なるな
かで，がんの診断を受けた日本人特有の社会的
ネットワークは，どのような用語を用いて説明で
きる概念であるのかについて，研究の蓄積が必要
であると考える。
　本研究の結果より，がんの診断を受けた人は，
病気と治療に関する問題について理解すること
や，副作用や不快症状，治療の意思決定，不安や
心配への対処など，1 がん診断・治療に伴う
ニーズを満たすために他者を必要とし，2 がん
診断前とは異なるさまざまな形態の支援を他者か
ら受け取ること，3 社会的ネットワークのなか
で，がん診断前と変わらず自分の価値が認められ
ることにより，他者から支えられていることや，
その人自身の価値を認知しながら，自らのニーズ
を満たしていくことが重要となる。社会的ネット
ワークによる心理的，物質的資源の提供としての
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社会的支援は，ストレスに対処する個人の能力に
利益をもたらす（Cohen, 2004）とされる。他者
からの行為を支援として認知することは，がんサ
バイバーシップを実現する上で，個人の力に対し
て有効に機能すると推察され，社会的ネットワー
クは，がんの診断を受けた人の自助の在り方や方
法を検討するために活用できる重要な概念となり
得る。
　一方，がんの診断を受けた人には，4 他者か
らの支援により心理的負担や自責の念が生じる，
5 他者とのコミュニケーションや病気に関する
対話に負担が生じる，6 他者との衝突や関係維
持の阻害が生じることが明らかとなった。終末期
がん患者が家族介護者へ一方的に負担をかけお返
しできない申し訳なさを感じている報告（大﨏,  
佐々木ら, 2017）や，再発や増悪を経験したがん
患者が家族と対話し難い体験をしている報告（大
橋, 稲垣ら, 2020）は，他者からの支援に対する
心理的負担や対話に負担が生じている点で，本研
究結果と類似している。Cohen, Underwood, et . al. 

（2000）は，人間関係には支援的な側面だけでは
なく，葛藤に満ちた負担となる側面があり，両方
の側面をもつ場合には両方向の影響を検討する必
要性について述べている。がんの診断を受けた人
は，社会的ネットワークを通して両側面の影響を
受けている可能性があることを考慮し，同じ援助
を提供しても，その人にとって望ましい結果をも
たらすか否かは，アセスメントが必要となる。
　さらに，がんの診断を受けた人は，7 社会的
ネットワーク内の調和を脅かさないように行動す
る，8 自分らしさを保つ行動をとり，他者に依
存し過ぎない，9 ）がんと共に生きる力を引き出
す新たな関係を探る，という社会的ネットワーク
行動をとっていることが明らかになった。がん患
者は，がんサバイバーシップへの移行の間に生じ
る深刻で重大な変化に対して，適応と調整のプロ
セ ス を 開 始 し， こ の プ ロ セ ス は 終 わ ら な い

（Wood, 2018）ことが報告されている。本研究で
明らかになった社会的ネットワーク行動は，がん
の診断を受けた人が，がん罹患に関連して生じる
他者との関係性の変化から受ける肯定的・否定的

影響を調整し，サバイバーシップへの移行を達成
するためにとり続けられる行動であると考える。
金子（1986）は，人がネットワークを形成する理
由について，自発性の力は潜在的に大きいが，一
方それはこわれやすく，その力を保ってゆくには
一人では弱すぎることにあると説明している。そ
して，自分が自分でいることのエネルギーを他の
人から授かることを可能にするのがネットワーク
であると説明している。ネットワークが形成され
るプロセスを意味する語はネットワーキングとい
われ（金子, 1986; Lipnack, Stamps, 1982），個人
の目標達成をサポートするようなつながりを作る
ために，能動的にネットワークを利用することと
される（Kadushin, 2012）。本研究の結果より，が
んの診断を受けた人は，自らのニーズを満たすた
めに社会的ネットワーキングを行い，がんと共に
生き抜くために必要な支援やエネルギーを得なが
ら，がん罹患や治療に伴う苦痛やストレスに対処
していると推察される。しかし同時に，負担や衝
突，関係維持の阻害に直面することは，社会的
ネットワークやがんサバイバーシップに費やすエ
ネルギーを奪われ，脅威になり得ると考えられ
る。秋元（2009）は，闘病に適した身体やこころ
の状態は緊張とエネルギーの消耗を伴うと述べて
いる。がんの診断を受けた人が，持続する多様な
苦痛を調整し，社会的ネットワーク行動を継続で
きるためのエネルギーを保証する取り組みが重要
となる。
　人間関係において，Hall（1976）は，日本人に
特徴的な行動の型として二つの相反する側面を挙
げている。一つは儀式張らない，他人と深くかか
わり合う親密な面で，もう一つは儀礼的で，自己
を強く抑制し，他人との間に距離をおき，自分の
感情は表さない面であり，これらの態度は日本の
長い歴史に深く根ざしていると説明している。今
後は，がんの診断を受けた人が，社会的ネット
ワークから受ける影響を調整しながら，どのよう
に能動的にネットワークを活用し，がんサバイ
バーシップを達成していくのか，日本人特有のプ
ロセスに焦点をあてた研究の発展が必要であると
考える。
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Ⅴ．結　論

　本研究は，文献レビューを通じて，がんの診断
を受けた人々が社会的ネットワークのなかで経験
する他者との関係性について，これまでの研究知
見の統合を通じて明らかにすることを目的とし
た。分析対象文献は，選定基準を満たした73件
で，Cooper（2017）の統合レビューの手順を参考
に，研究のアウトカムを分析・統合した。その結
果，がんの診断を受けた人々は，がん診断・治療
に伴うニーズを満たすために他者を必要とし，が
ん診断前とは異なるさまざまな形態の支援を受け
取っていることが明らかになった。一方，支援を
受け取ることには心理的負担や自責の念が生じ，
他者との衝突，関係維持の阻害等も生じているこ
とが明らかとなった。今後は，がんの診断を受け
た人が，社会的ネットワークから受ける影響を調
整しながら，どのように能動的にネットワークを
活用し，がんサバイバーシップを達成していくの
か，日本人特有のプロセスに焦点をあてた研究の
発展が必要である。
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